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日
本
側
資
料
に
お
い
て「
末
次
興
善
は
長
崎
の
興
善
町
を
拓
い
た
博
多
商
人
で
長

崎
代
官
末
次
平
蔵
政
直（
次
男
）の
父
で
あ
る
。
興
善
の
父
は
末
次
左
馬
頭
と
い
い
大

内
氏
の
重
臣
杉
興
連
の
麾き

下か

で
身
分
は
士
分
で
あ
っ
た
が
勘
合
貿
易
に
関
す
る
仕
事

を
し
て
い
た
と
言
う
。」こ
の
程
度
し
か
知
る
事
が
な
い
。
し
か
し
、
フ
ロ
イ
ス
の『
日

本
史
』の
中
に
興
善
の
人
物
像
が
記
録
さ
れ
て
い
る
事
を
知
っ
た
。

　
そ
れ
に
は
、「
永
禄
八
年（
一
五
六
五
）ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
が
堺
の
日
比

屋
了
慶
屋
敷
で
病
に
伏
せ
た
時
何
く
れ
と
な
く
我
々
の
用
事
を
世
話
し
て
く
れ
る
男

で
、
コ
ス
メ
・
コ
ー
ゼ
ン
と
い
う
富
裕
で
た
い
そ
う
善
良
な
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
比
屋
了
慶
が
ア
ル
メ
イ
ダ
を
茶
湯
に
招
待
し
た
時
に

も
コ
ス
メ
・
コ
ー
ゼ
ン
は
同
伴
し
て
い
る
。（
ア
ル
メ
イ
ダ
・『
茶
会
記
』）こ
こ
に
現

れ
る
ア
ル
メ
イ
ダ
は
永
禄
十
年（
一
五
六
七
）に
は
ト
ー
レ
ス
神
父
の
要
請
に
よ
り
、

堺
よ
り
九
州
に
帰
り
、
長
崎
に
て
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
導
し
た
修
道
士
で
、
こ
の
時
の

長
崎
の
町
と
は
城
の
古
趾
の
麓
、
現
在
の
桜
馬
場
町
か
ら
夫
婦
川
町
あ
た
り
の
こ
と

で
あ
る
。

　
末
次
興
善
が
ア
ル
メ
イ
ダ
や
フ
ロ
イ
ス
に
同
行
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
当

時
彼
は
日
本
側
イ
エ
ズ
ス
会
の
会
計
係
兼
雑
務
係
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
又
、

コ
ス
メ
と
い
う
洗
礼
名
は
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ー
レ
ス
神
父
よ
り
授
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
私
は
、
末
次
興
善
が
訪
れ
た
と
い
う
堺
の
日
比
屋
了
慶
屋
敷
跡
を
訪
ね

る
こ
と
に
し
た
。

　
日
比
屋
家
は
ザ
ビ
エ
ル
が
堺
を
訪
れ

た
際
の
宿
泊
場
所
で
あ
る
。（
当
時
の
日

比
屋
家
の
当
主
は
了
慶
の
父
で
あ
っ

た
。）現
在
こ
の
屋
敷
跡
は
ザ
ビ
エ
ル
公

園
と
な
っ
て
い
る
。
近
く
に
は
、
小
西

行
長
、
千
利
休
、
武
野
紹
鷗
、
納
屋（
ル

ソ
ン
）助
左
衛
門
、
西
ル
イ
ス（
大
村
く

ず
れ
＝
武
士
か
ら
商
人
に
な
る
事
）等
そ
う
そ
う
た
る
人
物
の
屋
敷
跡
が
あ
り
、
歌
人

与
謝
野
晶
子
は
こ
の
ザ
ビ
エ
ル
公
園
の
近
く
で
生
れ
育
っ
て
い
る
。

　
末
次
興
善
が
長
崎
へ
進
出
す
る
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
の
は
堺
の
町
で「
南
蛮
貿
易

港
と
し
て
、
新
し
く
長
崎
の
町（
建
て
）が
始
ま
る
」と
い
う
情
報
を
得
た
か
ら
だ
と

言
わ
れ
、
特
に
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
と
は
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
。

　
興
善
が
堺
だ
け
で
な
く
豊
後
の
大
友
氏
と
も
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
出

来
事
を
イ
エ
ズ
ス
会
の
書
簡
で
知
る
事
が
出
来
た
。
そ
れ
は
、「
コ
ス
メ
・
コ
ー
ゼ

ン
が
哀
れ
な
捨
子（
女
の
子
）を
野
犬
か
ら
救
い
、
し
ば
ら
く
河
内
の
三
箇
に
預
け
て

い
た
が
や
が
て
引
き
取
っ
て
育
て
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
そ
の
娘
を
大
友
宗
麟

に
託
す
が
そ
の
娘
が
あ
ま
り
に
も
熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
の
で
宗
麟
の
息
子

義
統
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
」。
次
に
間
接
的
な
話
で
は
あ
る
が
長
崎
と
関
係
あ
る

事
柄
が
あ
る
の
で
記
載
す
る
事
と
す
る
。

　
博
多
豪
商
三
傑
の
一
人
大
賀
宗
久
家
と
興
善
の
長
男
宗
得
家
と
は
縁
組
に
よ
っ
て

強
く
結
ば
れ
て
い
る
。
大
賀
宗
久
は
大
友
家
に
仕
え
て
い
た
時
代
に
は
佐
伯
姓
を
名

乗
り
、
大
友
家
が
改
易
に
な
っ
た
際
に
中
津
に
移
り
商
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時

は
大
神
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
大
賀
姓
を
名
乗
り
剃
髪
し
て
宗
久
と
号
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
以
来
中
津
藩
の
黒
田
官
兵
衛
や
長
政
父
子
と
親
密
に
な
り
、
や
が
て
、
長
政

の
藩
御
用
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
大
賀
一
族
の
大
賀
九
右
衛
門
や
末
次
宗
得
は
共
に
長
崎
出
島
築
造
の
際
の
出
資
者

25
名
に
名
を
連
ね
て
い
る（『
新
長
崎
市
史
近
代
編
』）長
崎
に
は
博
多
と
同
じ
よ
う

に
、
豊
後
か
ら
の
移
住
者
も
多
く
い
た
。
彼
ら
の
た
め
の
豊
後
町
は
、
興
善
町
の
近

く
に
あ
っ
た
。
ま
た
対
岸
・
渕
村
の
庄
家
志
賀
家
も
豊
後
竹
田
か
ら
移
住
し
た
氏
族

で
あ
る
。
岡
城
主（
竹
田
の
旧
名
）で
あ
っ
た
ド
ン
・
パ
ブ
ロ
志
賀
は
熱
心
な
キ
リ
シ

タ
ン
で
あ
っ
た
。
岡
城
は
滝
廉
太
郎
の「
荒
城
の
月
」で
有
名
で
あ
る
。
滝
廉
太
郎
も

ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
。

　
天
正
六
年（
一
五
七
八
）博
多
の
町
が
戦
乱
で
混
乱
状
態
に
な
っ
た
時
、
博
多
在
住
の

パ
ー
ド
レ
達
を
救
っ
た
の
は
興
善
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
、
興
善
、
ヤ
コ
ブ
善
入（
養

子
）父
子
が
秋
月
の
教
会
で
福
祉
事
業
に
お
し
み
な
い
支
援
を
し
た
こ
と
や
、
博
多
の

教
会
建
設
費
用
を
提
供
し
た
こ
と
等
も『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
簡
』は
伝
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
興
善
は
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
と
交
流
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
長
崎
開

港
か
ら
早
い
時
期
に
長
崎
入
り
し
た
と
思
わ
れ
る
。
元
亀
二
年（
一
五
七
一
）か
ら
約

70
年
間
長
崎
の
町
は
南
蛮
貿
易
で
栄
え
た
の
で
あ
る
が
、
末
次
興
善
の
よ
う
に
キ
リ

シ
タ
ン
で
な
い
と
南
蛮
貿
易
に
は
携
わ
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
言
い
換
え

れ
ば
、
長
崎
南
蛮
貿
易
は
長
崎
が「
日
本
の
ロ
ー
マ
」「
小
ロ
ー
マ
」と
呼
ば
れ
る
程
キ

リ
シ
タ
ン
全
盛
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
当
時
の
長
崎
商
人
は
貿
易
に
係
る
人
々
の
宿
主
と
な
り
旅
籠
屋
の
役
割
も
果

し
た
。
本
博
多
町
に
は
博
多
か
ら
芸
妓
を
呼
び
寄
せ
て
居
住
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、

貿
易
商
人
や
貿
易
船
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
る
人
々
の
た
め「
憩
」場
所
を
設
け
て
い
た

と
言
う
。
や
が
て
鋳
物
師
・
鍛
冶
職
人
等
も
近
く
に
移
り
住
ん
で
来
た
。

　
さ
て
、「
興
善
町
」と
現
在
ま
で
町
名
と
し
て
名
を
残
す
ほ
ど
の
興
善
で
あ
っ
た
が
、

彼
の
晩
年
の
こ
と
は
未
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
。
彼
の
名
が
フ
ロ
イ
ス
の『
日
本
史
』に
登

場
し
た
最
後
は
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
天
正
遣
欧
少
年

使
節
に
同
行
し
て
豊
臣
秀
吉
に
謁
見
す
る
た
め
上
京
。
途
中
博
多
近
く
で
待
っ
て
い
た

興
善
が「
宿
泊
は
我
が
家
で
…
」と
申
し
出
た
が
断
っ
た
と
書
い
て
あ
る
。

　
先
日
私
は
興
善
の
墓
が
あ
る
と
い
う
博
多
の
妙
楽
寺
に
出
掛
け
て
み
た
。
そ
こ
に

は
、
末
次
家
類
族
の
墓
碑
は
全
く
無
く
、
孝
善（
興
善
）が
唯
一
人
眠
っ
て
い
た
。
末

次
久
四
郎
孝
善
の
墓
に
は
戒
名
秋
林
道
仲
信
士
。
寛
永
十
四
年
丁
丑
歳
八
月
十
日
逝

去
。
と
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
墓
の
孝
善
と
長
崎
の
興
善
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
い

う
。
そ
こ
で
、
こ
の
墓
は
い
つ
誰
が
建
立
し
た
も
の
か
妙
楽
寺
の
御
住
職
に
尋
ね
て

み
た
が
わ
か
ら
な
い
と
の
事
だ
っ
た
。
孝
善
の
墓
碑
の
傍
に
は
秋
月
藩
家
老
宮
崎
織

部（
松
翁
紹
清
居
士
）の
墓
が
あ
っ
た
。
霊
友
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
ち
な
み
に
、
末
次

家
類
族
の
墓
は
長
崎
春
徳
寺（
平
蔵
系
統
）、
京
都
建
仁
寺
の
両
足
院（
三
代
平
蔵
）、

秋
月
の
長
生
寺（
養
子
、
ヤ
コ
ブ
善
入
系
統
）に
も
あ
る
。

　
出
島
を
築
造
す
る
際
に
出
資
し
た
出
島
商
人
の
中
に
末
次
宗
徳（
興
善
の
長
男
）の

名
が
あ
る
と
前
述
し
た
。
し
か
し
、
宗
徳
系
統
の
墓
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
幕
末
後
興
善
町
の
乙
名
で
和
蘭
通
詞
で
天
文
学
者
の
末
次
忠
助
は
末
次
家

の
末
裔
ら
し
い
が
確
認
出
来
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

�

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
理
事
）

三
九
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平
成
二
十
七
年
二
月
十
日

長
崎
の
南
蛮
貿
易
と
末
次
興
善
久
四
郎

○
二
月
三
日
は
節
分
、
四
日
は
立
春
。
然
し「
春
と
は
名
の
み
に
て
候
」と
あ
る
。

○
寛
政
年
間（
一
七
九
七
）の『
長
崎
歳
時
記
　
節
分
』を
み
る
と
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

家
々
鱠
を
刻
み
神
棚
、
恵
方
棚
外
、
浴
室
、
雪せ
っ

隠ち
ん

に
至
る
ま
で
燈
火
を
か
か
げ
、
黄た
そ

昏が
れ

に
は
家
内
あ
か
り
全
て
を
消
し
、
豆
は
や
し
を
始
む
。
此
夜
第
一
の
肴
は
紅
大
根

を
輪
切
り
に
し
台
に
も
り
傍
に
塩
を
か
き
立
て
お
く
。

こ
よ
ひ
三
味
線
太
鼓
笛
に
て
は
や
し
踊
を
仕
立
、
へ
ぎ
に
塩
と
大
根
に
て
小
鼠
を
作
り
、

各
家
々
を
祝
詞
を
述
べ
て
廻
る
。
た
わ
む
れ
に
姿
を
変
じ
面
を
つ
け
て
祝
う
人
あ
り
。

　
私
の
子
供
の
時
に
は
節
分
の
夜
は
、
紅
大
根
の
ほ
か
金か
な

が
し
ら（
魚
）と
鯨
の
百
ひ
ろ
を

縁
起
物
と
し
て
い
た
。

○
我
々
子
供
の
時
に
は
寒
け
い
古
。
稲
荷
修
行
と
い
う
事
が
あ
り
、
夜
に
は
弓
帳
灯
燈
を

持
っ
た
男
衆
が「
ヨ
ッ
シ
ン
・
ヨ
イ
サ
」の
掛
声
で
愛
宕
山
・
若
宮
・
彦
山
方
面
の「
お

稲
荷
さ
ん
」の
狐
に
お
供
え
を
持
っ
て
廻
り
、
丸
山
方
面
で
は「
コ
ン
カ
イ
」の
三
味
線

供
養
が
あ
っ
た
。

○
一
月
十
九
日（
月
）十
一
時
よ
り
本
会
で
は
新
年
の
集
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
篠
原
会
長

他
宮
川
・
松
澤
等
各
委
員
と
会
員
、
招
待
客
と
し
て
本
協
会
事
務
所
の
あ
る
桶
屋
町
の

自
治
会
長
他
、
約
五
〇
名
の
出
席
。
今
年
度
の
開
催
予
定
行
事
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り

の
報
告
を
中
心
に
懇
談
、
な
ご
や
か
に
午
后
一
時
解
散
。

○
二
月
の
本
会
の
各
講
座
は「
古
文
書
を
読
む
会
」以
外
は「
冬
休
み
」と
致
し
ま
し
た
が
、

三
月
よ
り
再
開
い
た
し
ま
す
の
で
御
自
由
に
御
参
加
下
さ
い
。（
会
費
不
要
）

一
、
長
崎
学
を
学
ぶ
講
座
　
毎
週
月
曜
日
午
前
十
時
半
よ
り
、
初
回（
二
日
）講
師
・
荒
濵

茂
氏
。（
越
前
丸
岡
城
に
つ
い
て
）。（
資
料
代
二
〇
〇
円
）

一
、
古
文
書
を
読
む
会
　
毎
月
第
一
・
三
火
曜
日
午
前
十
時
半
よ
り（
川
原
氏
、
米
田
氏
指

導
。
越
中
後
見
）

一
、
水
曜
懇
話
会
　
毎
週
水
曜
日
午
后
一
時
半
よ
り（
竹
之
下
・
江
口
・
吉
田
・
田
村
・

野
口
他
各
氏
を
中
心
に
）

一
、
食
文
化
を
考
え
る
サ
ー
ク
ル
　
毎
月
第
二
・
四
金
曜
日
午
后
二
時
よ
り
。（
脇
山
壽
子

講
師
、
太
田
靖
彦
氏
他
）

○
一
月
に
は
富
山
市
の
井
村
広
隆
様
よ
り「
書
架
を
整
理
し
て
い
た
ら
郷
土
長
崎
の
本
が

出
て
来
ま
し
た
。」と
、
多
く
の
本
を
送
っ
て
下
さ
っ
た
。

　『
慶
応
長
崎
事
件
』（
司
馬
遼
太
郎
）、『
長
崎
郷
土
物
語
』

（
歌
川
龍
平
）、『
長
崎
出
島
』（
平
山
蘆
江
）、『
長
崎
幕
末

浪
人
伝
』（
深
潟
久
）、『
長
崎
出
島
の
遊
女
』（
白
石
広
子
）、

『
株
式
会
社
長
崎
出
島
』（
赤
瀬
浩
）他

松
澤
　
君
代

末次興善久四郎の墓
（博多 妙楽寺）


